
観光ボランティアガイドのご案内⇧　 

一
期
一
会
︑
全
員
が
心
を
込
め
て

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
ご
存
じ

で
す
か
？
市
内
外
問
わ
ず
、
10
人
以
上
の
団

体
か
ら
申
込
み
が
あ
れ
ば
、
無
料
で
ガ
イ
ド

を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス
は
決
ま
っ
て

お
ら
ず
、
日
時
や
場
所
、
す
べ
て
お
客
様
の

希
望
に
沿
っ
て
名
所
や
旧
跡
を
案
内
し
て
い

ま
す
。『
案
内
の
希
望
は
十
人
十
色
。
私
た

ち
も
柔
軟
な
対
応
が
必
要
に
な
り
ま
す
。』

と
清
田
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
現
在
24
人
。
６

つ
の
班
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
研
修
会
な

ど
を
企
画
し
、
自
己
研
鑽
し
て
い
ま
す
。
班

で
活
動
す
る
こ
と
で
、
全
員
が
責
任
感
を
持

ち
、
ガ
イ
ド
の
質
も
高
め
て
い
る
そ
う
。

「
ガ
イ
ド
一
人
ひ
と
り
、
全
員
が
主
役
。

無
料
だ
か
ら
い
い
加
減
に
、
と
い
う
こ
と
な

く
、
み
ん
な
が
一
期
一
会
を
大
事
に
、
心
を

込
め
て
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。」
ガ
イ
ド
依

頼
は
、
市
内
外
の
町
内
会
、
公
民
館
活
動
、

団
体
研
修
な
ど
の
ほ
か
、
最
近
で
は
小
学
生

の
社
会
科
見
学
も
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

普
段
の
生
活
で
は
得
ら
れ
な
い
充
実
感

清
田
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を

始
め
た
き
っ
か
け
を
伺
い
ま
し
た
。

「
私
は
旅
行
が
好
き
で
す
が
、
旅
先
で
さ

れ
た
親
切
が
一
番
心
に
残
る
も
の
。
せ
っ
か

く
栃
木
市
を
選
ん
で
観
光
に
来
て
く
れ
た
方

た
ち
に
『
自
分
も
楽
し
い
思
い
出
作
り
の
お

手
伝
い
を
し
た
い
』
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
伝
わ
ら
な

い
情
報
や
お
も
て
な
し
の
気
持
ち
を
伝
え
る

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。」

ガ
イ
ド
を
し
て
い
て
、『
良
か
っ
た
』
と

思
え
る
の
は
ど
ん
な
時
な
の
で
し
ょ
う
か
。

「
お
客
様
が
心
か
ら
楽
し
ま
れ
、
感
謝
さ

れ
た
り
『
ま
た
来
る
ね
』
と
言
っ
て
も
ら
え

る
の
が
嬉
し
い
。
実
は
リ
ピ
ー
タ
ー
や
、
口

コ
ミ
で
来
る
方
も
多
い
で
す
。
２
時
間
ほ
ど

の
案
内
で
も
涙
な
が
ら
に
別
れ
を
惜
し
ま
れ

る
方
も
い
る
し
、
再
会
を
喜
ん
だ
り
、
手
紙

な
ど
の
交
流
を
続
け
て
く
れ
る
方
も
い
ま

す
。
日
常
生
活
で
は
得
が
た
い
喜
び
で
、
疲

れ
て
も
嫌
な
疲
れ
で
な
く
、
充
実
感
が
残
り

ま
す
。
35
年
間
続
け
て
い
ま
す
が
、
体
感
的

に
は
２
、３
年
で
す
。」と
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

ガ
イ
ド
と
共
に
新
し
い
発
見
を

市
民
の
皆
さ
ん
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。『
普
段

の
散
歩
と
少
し
だ
け
違
う
道
を
、
私
た
ち
と

一
緒
に
歩
く
だ
け
で
、
何
か
新
し
い
発
見
が

あ
る
は
ず
』
と
清
田
さ
ん
。

ま
た
、
現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を

募
集
中
で
す
。『
栃
木
市
が
大
好
き
』
と
い

う
気
持
ち
さ
え
あ
れ
ば
誰
で
も
で
き
ま
す
！

と
の
こ
と
。
ご
応
募
は
、
栃
木
市
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
会
☎
（25）
２
３
５
６
ま
で
。

　栃木市の観光を支える『栃木市観光ボランティア協会』
は昭和63年に設立しました。設立時から関わり、その翌
年から観光ボランティアガイドを務め35年、会長の清田
さんに、その活動についてお話を伺いました。

栃木市観光ボランティア協会 会長

清
き よ た
田 照

て る こ
子 さん

10月１日から利用を開始する新斎場の愛称を、６月20日
～７月21日まで募集し、75件の応募がありました。その後、
新栃木市斎場愛称選定会議での審査を経て愛称を決定しました。
愛　称　あじさいの杜

もり

愛称の説明　「あじさい」は市の花であり、色や種類によって異
なる花言葉のように、それぞれの人生に通じるものがあり、家
族が感謝の心をもって送り出せるようにとの想いが込められて
います。
提案者 進

しんじょう
上 一

ひと み
巳 様　萩

はぎわら
原 信

しんいち
一 様

火葬受入時刻および件数の訂正について

広報とちぎ９月号に掲載した火葬受入時刻および件数について、次のとおり訂正させていただきます。
時刻 9:30 10:00 10：30 11:00 11:30 12:00 12:30 13:00 13:30 14:00 14:30 15:00
件数 1 1 1 1 2 2 2 1 1 2 1 1

問 斎場整備室　☎（21）2428

新斎場の愛称が新斎場の愛称が

あじさいのあじさいの杜杜
もりもり

に決まりましたに決まりました

小平浪平顕彰バスツアーの参加者を募集します

　株式会社日立製作所の創業者であり、郷土の偉人・先人である小平浪平を顕彰するとともに、ものづくり
へのこだわりや新規創業に向けての開拓者精神および郷土への愛着と誇りを醸成するため、小平浪平生誕地
および日立オリジンパーク等の見学ツアーを実施します。参加を希望される方は、総合政策課までお申し込
みください。
日　　時　10月 20日（金）８時 30分～ 17時（予定）
集合／解散場所　栃木警察署跡地（室町）※駐車可
対　　象　栃木市に在住または通勤通学している方（小学生以上）
　　　　　※参加者の家族の同伴も可能です／未成年者の場合は、保護者の同伴が必要です
申込期間 ９月 28日（木）９時～ 10月 13日（金）17時
申込方法　市ホームページや総合政策課窓口にある参加申込書に必要事項を記入のうえ、
　　　　　次のいずれかの方法により参加申込書を提出してください。
　　　　　①総合政策課に直接提出　参加費を添えて参加申込書を提出してください。
　　　　　②総合政策課に郵送・ＦＡＸ・メールで提出　参加費については、後日送付する納付書で支払。
定　　員　40人（先着順）※最少催行人数 25人
見 学  先　小平浪平生誕地（都賀町合戦場）、日鉱記念館（茨城県日立市）、日立オリジンパーク（茨城県日立市）
　　　　　※途中、休憩のためパーキングエリア等に立ち寄ります。
　　　　　※天候や施設の都合等により、見学順序等が変更となる場合があります。
参 加 費　１人２，０００円（小学生は１，５００円）※昼食代、国内旅行傷害保険料等を含みます。
昼　　食　日立オリジンパークに隣接する大みかゴルフクラブでの昼食を予定しています。
備　　考　大型バス１台でのツアーとなります。

問 総合政策課☎（21）2304

小平浪平生誕地の見学申込みを受け付けています
　栃木市が保存・管理している、株式会社日立製作
所創業者の小平浪平が生まれ育った生誕地の見学
を、完全事前予約制（２週間前までに予約）にて
受け付けています。是非お申込みください。なお、
学校団体（小学校等）の見学も受け付けています。
日時　予約時のみの開館となります。
　　　それ以外は施設内の見学はできません。
見学予約可能日時　年中無休（年末年始除く）
　　　10時～ 16時 １回の見学につき３０分程度
場所　小平浪平生誕地（都賀町合戦場）
対象　どなたでも
定員　１回の申込みにつき最大で２０人。
　　　それ以上の場合は別途ご相談ください。
費用　無料

内容　小平浪平生誕地の敷地内を見学することができます。小平浪平が幼少期に勉学に励んだ勉強小屋や、
　　　生まれ育ったとされる母屋等を見学できます。なお、安全確保のため、建物内部への入室はご遠慮い
　　　ただいています。
申込　平日８時３０分～１７時１５分に問合先へ電話または窓口にて見学希望日時の２週間前までにお申込
　　　みください。申込時に、ご見学希望の日時をお伝えください。日程によってはご希望に添えない場合
　　　もございますのでご了承ください。
備考　駐車場および入口は敷地東側になります。セブンイレブン栃木都賀合戦場店様の信号を東へ進み、一
　　　つ目の交差点を左折していただくと左手に駐車場があります。敷地内にトイレの用意はありません。
　　　その他詳しくは市ホームページをご覧ください。

問 総合政策課　☎（21）2304
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